
古紙パルプ配合率70%再生紙を使用。

　令和元年度もこの３月でい
よいよ終わりを迎えますね。
　本年度は皆さんにとってど

のような年度だったでしょうか。
　昨年の４月から新しい場所で新しい
生活が始まった方もたくさんおられた
と思います。
　わたし自身は、広報担当となって３
年が経過しようとしています。まだま
だ力不足ですが、広報チーム一丸と
なって、今後も創意工夫を重ねて、読
みやすく身近に感じてもらえる「広報
たかしま」をお届けしていきます。
　よろしくお願いします！（Y.O）

記
録
に
登
場
す
る
田
中
城

大
河
ド
ラ
マ
の
主
人
公
と
し
て
注

目
を
集
め
る
明
智
十
兵
衛
光
秀
は
、
安

曇
川
町
田
中
に
城
跡
が
残
る
田
中
城

（
上
寺
城
）
に
深
い
関
わ
り
が
あ
っ
た

こ
と
が
分
か
っ
て
い
ま
す
。
今
回
は
、

そ
の
こ
と
を
示
す
い
く
つ
か
の
資
料
を

紹
介
し
ま
す
。

『
信
長
公
記
』
へ
の
登
場

江
戸
時
代
初
期
に
太お

お
た田

牛ぎ
ゅ
う
い
ち一

と
い

う
人
物
が
あ
ら
わ
し
た
『
信し

ん
ち
ょ
う
こ
う
き

長
公
記
』

は
、
天
下
統
一
を
目
指
し
た
織
田
信
長

の
一
代
記
と
し
て
知
ら
れ
て
い
ま
す
。

著
者
の
太
田
牛
一
は
、信
長
の
右ゆ

う
ひ
つ筆（

秘

書
役
）
と
し
て
長
年
信
長
に
仕
え
た
人

物
で
す
。
そ
の
太
田
牛
一
が
実
際
に
自

分
で
見
た
事
実
を
含
め
て
正
確
に
記
し

て
い
る
の
で
、
史
料
と
し
て
の
信
頼
性

は
高
い
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

そ
の
『
信
長
公
記
』
に
「
高
島
郡

の
田
中
の
城
」
が
３
回
登
場
し
、
そ
の

う
ち
２
回
に
は
明
智
光
秀
が
関
係
し
て

い
ま
す
。

田
中
城
は
、
安
曇
川
町
田
中
の
上

寺
集
落
の
背
後
の
山
に
遺
構
が
残
る
山

城
で
、
松
蓋
寺
と
い
う
寺
院
の
跡
を
再

利
用
し
て
造
ら
れ
ま
し
た
。
城
を
築
い

た
の
は
、
近
江
源
氏
・
佐
々
木
氏
の
一

族
で
、
田
中
周
辺
を
本
拠
地
と
し
て
い

た
田
中
氏
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
て
い
ま

す
。１

回
目
の
登
場
は
、
元
亀
元
年

（
１
５
７
０
）
の
４
月
に
、
織
田
信
長

が
京
か
ら
越
前
へ
向
か
う
途
中
で
、
高

島
の
田
中
の
城
に
泊
ま
っ
た
と
い
う
記

録
で
す
。
こ
の
時
、
信
長
は
越
前
の
朝

倉
義
景
を
討
つ
た
め
に
湖
西
を
通
り
、

途
中
、
自
分
の
妹
婿
で
あ
っ
た
浅
井
長

政
の
勢
力
下
に
あ
っ
た
田
中
城
に
宿
泊

し
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

こ
の
直
後
、
浅
井
長
政
は
信
長
に

離
反
し
、
田
中
城
は
、
信
長
の
敵
方
の

城
と
な
り
ま
し
た
。『
信
長
公
記
』
で

の
次
の
田
中
城
の
登
場
は
、
元
亀
３
年

３
月
に
信
長
が
高
島
郡
の
浅
井
・
朝
倉

軍
を
攻
撃
し
た
時
の
記
録
で
、こ
の
時
、

明
智
光
秀
は
信
長
軍
の
将
の
１
人
と
し

て
、
田
中
城
を
攻
撃
し
て
い
ま
す
。

翌
元
亀
４
年
７
月
に
田
中
城
は
落

城
し
、『
信
長
公
記
』
に
は
そ
の
時
の

よ
う
す
も
記
さ
れ
ま
す
。
こ
れ
が
田
中

城
の
３
度
目
の
登
場
に
な
り
ま
す
。
こ

の
時
、
信
長
は
「
大
船
」
を
使
っ
て
湖

上
か
ら
の
攻
撃
を
行
い
、
同
時
に
陸
上

で
は
「
木
戸
・
田
中
両
城
」
を
攻
め
た

と
書
か
れ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
降
参

し
た
木
戸
城
と
田
中
城
を
与
え
ら
れ
た

の
が
、
明
智
十
兵
衛
光
秀
で
あ
る
、
と

『
信
長
公
記
』
は
伝
え
て
い
ま
す
。
恐

ら
く
は
、
こ
の
戦
で
の
光
秀
の
働
き
が

大
き
か
っ
た
た
め
だ
と
思
わ
れ
ま
す
。

新
発
見
の
古
文
書

最
近
、
こ
の
田
中
城
が
登
場
す
る

新
発
見
の
資
料
と
し
て
紹
介
さ
れ
て
い

る
古
文
書
が
あ
り
ま
す
。
熊
本
藩
の
家

老
を
世
襲
し
た
米
田
家
に
伝
来
し
た
文

書
群
の
中
の
１
点
で
す
。こ
の
文
書
は
、

本
来
の
文
書
の
裏
に
書
か
れ
た
も
の

で
、
い
つ
の
時
代
か
に
転
写
さ
れ
た
も

の
と
考
え
ら
れ
ま
す
が
、
内
容
は
、
永

禄
９
年
（
１
５
６
７
）
に
明
智
光
秀
が

田
中
城
に
籠
城
し
て
い
た
こ
と
を
う
か

が
わ
せ
る
も
の
で
す
。
先
に
紹
介
し
た

『
信
長
公
記
』
の
記
事
以
前
に
、
光
秀

が
本
当
に
田
中
城
に
い
た
こ
と
が
あ
っ

た
の
か
、
現
段
階
で
は
確
実
な
こ
と
は

分
か
っ
て
い
ま
せ
ん
。
た
だ
、
こ
の
よ

う
に
古
い
記
録
を
確
認
し
た
り
、
新
し

く
発
見
さ
れ
た
古
文
書
を
検
証
し
た
り

す
る
こ
と
で
、
今
後
、
新
た
な
事
実
が

明
ら
か
に
な
っ
て
い
く
で
し
ょ
う
。
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田中城跡からの眺望
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